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：リップシンクアニメーション作成装置、コンピュータプログラム
　及び顔モデル生成装置

リップシンクアニメーション作成装置

音声からアニメーションを作成するアニメーション
作成装置、顔画像アニメーション

人間の発話の音声データから滑らかで自然な顔画像アニメーションを作業量少なく
作成する。

本発明によれば、キーフレームとブレンド率を自動的に設定しているので、オペレー
タによる作業量を極力少なくして人間の発話の音声データから滑らかで自然な顔画
像アニメーションが作成される。

予め準備された統計的音響モデ
ルと、予め準備された音素と視覚
素との間のマッピング定義と、そ
の視覚素に対応する予め準備さ
れた複数の顔画像の顔モデルと
を用いて入力される発話データか
らリップシンクアニメーションを作
成する装置２００であって、音響モ
デル１７０、マッピング定義１７６、
トランスクリプション１５４を使用し
て発話データ１５２から視覚素を
求めて視覚素シーケンス１８０を
作成２３０し、視覚素シーケンス１
８０内に定義されるキーフレーム
からなるキーフレームシーケンス
内で隣接するキーフレームとの間
で、顔モデルの変化が最も速いも
のから順番にキーフレームを削
除２３６し、キーフレーム内の発話
パワーが小さいときにブレンド率
を小さくする調整２４４すると共
に、画像の変化が速いときにブレ
ンド率を小さく調整２５０し、その
要に調整されたブレンドにより顔
画像のアニメーションを作成２５６
している。


